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　第１回全国歯科医師会野球大会を開催するにあたり日歯、日歯連を始め様々な関係団体にご
後援、ご協賛を頂きましたことに衷心より感謝を申し上げます。
　昨年の東日本大震災で被災された仲間の歯科医師の支援を目的に、岐阜県の河村先生から全
国歯科医師の野球大会を開催の呼びかけを頂き、首都圏の歯科医師会の野球部が集結し企画を
始めました。東北地区、九州地区の先生方には特段のご協力を頂きましたことを改めて御礼申
し上げます。
　夢は叶うものでなく叶えるものだといいます。65 年の地区大会の歴史を数える九州・四国・
中国地区を始めとして、全国各地区で数十年の歴史を重ねている大会が毎年開催されています。
そしていつか野球の全国大会を開催したいという思いは多くの諸先輩たちの情熱となり引き継
がれてきました。東日本大震災の被災県の支援をしたいという会員の気持ちが全国大会を開催
させる気持ちに繋がっていきました。今回の大会は親睦に主眼を置き開催します。第二回大会
は選手権大会へとステップアップをして優勝地区を決める大会になっていくことを願っています。
　最後に本大会が今後の歯科界に最も必要なチームワークを構築していくことに少しでも貢献
でき、若い先生たちには野球技術の向上の場に、また年配の先生方には遠き青春時代の思い出
を語らう場になり発展していくことを切望しております。

　この度第 1回全国歯科医師会野球大会を開催するにあたり、主旨にご賛同を頂きご参加さ
れた、北海道から九州までの野球大好き歯科医師の先生方に、主催者を代表して衷心より歓迎
の意を表明いたします。
　さて、不透明の政局低迷する経済の中、歯科界も依然として厳しい状況にあります。また、
未曾有の東日本大震災から 1年あまりが過ぎてもその傷痕は癒えておりません。
このような時、被災地復興の支援を掲げて、尚且つ歯科医師同士の絆を固く結ぶ為に、全国か
ら 16チームの精鋭が勢揃いしました。特筆すべきは被災地福島県から多数の先生が、積極的
にご参加頂いた事です。勇気づけられます｡ 最高です。
　今回、全国の同好の歯科医師の方々が遠路を厭わず、猛暑の中一同に会し、愛する野球の技
を競い親善を尽くし、懇親の輪を更に深めて頂ければ幸甚でございます。
　初の大会開催で、不行き届きの点もございますが、実行委員会の熱意が伝わり、各地の歯科
医師会や大学同窓会校友会そして関連諸団体様の強いご後援ご協賛によって、この大会が成功
裏に終わり、次回以降へと繋がる事を希望いたしまして、開催のご挨拶といたします。有り難
うございました。

挨　　拶

挨　　拶

日本歯科医師野球連盟 代表　砂川　　稔

第１回全国歯科医師会野球大会 大会会長　新井　桂二
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挨　　拶

ご　祝　辞

第１回全国歯科医師会野球大会 実行委員長　河村　二郎

○○歯科医師会　○○　○○

　皆さん今回の大会にご参加いただきありがとうございます。
大会開催の提唱にご賛同いただいた千葉県の砂川先生はじめ素晴らしい実行委員会のメンバー
に恵まれ今回の大会を作り上げられたことに感謝いたします。私事ではありますが機会とご支
援いただく周囲の方に恵まれ、歯科医として身元確認作業で岩手県に行かせていただきました。
震災五十日を過ぎたご遺体は変わり果てて唯一、歯の治療痕が「最後のメッセージ」となって
おりました。ご遺体の無念をしっかりと受け止めご家族のもとに返そうと思いました。活動を
終え、偶然にも東海四県の球友である三重の熊谷先生にバトンタッチしました。岩手の地で野
球人として絆を感じました。
　今回、国難ともいうべき震災を経て、我々歯科医師がかねてから全国各地区で盛んに行われ
ていた各地区の大会をとりまとめ、全国の野球を愛する歯科医師が集い野球を通じ「俺たちが
企画した全国大会を催し、この想いを被災地に届けよう！」と野球の技術を競い、また盃を交
わし旧交を深め親睦し、心ひとつにし復興支援の一助となることを祈念いたします。
　またこの絆が今後も一貫し被災地を想い、また歯科医師野球連盟を通じ未来永劫続いていく
ことを僭越ながら切望します。ありがとうございました。
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　このたび、第 1回全国歯科医師会野球大会が初めて開催されることをお聞きし、かつて遠い昔、
野球少年だった私から、お祝いの言葉を申し上げます。
　ご承知のように、明治以後多くのスポーツがわが国にもたらされましたが、野球はその中で最も
普及したものだと思います。でもよく考えると、野球とは奇妙なスポーツだと思います。なぜなら、
他の球技はチームのほぼ全員が、一つのボールに一極集中して動くのに対して、野球は明確に守
る時と攻撃する時が分かれていて、さらに投手一人のみがボールを投げねば試合にならない。つま
り役割分担が明確化されていて、途中で敵のボールを奪って攻撃に転ずるなどということは起きま
せん。この生真面目な役割の分化と明確化こそが、野球の魅力であり、日本人の国民性に合って
いるのではないかと思います。
　野球は、歯科医師の中でも、やはり普及したスポーツです。各県に歯科医師会の野球大会があり、
地元では時々始球式でボールを投げたりしていました。しかしなぜか、全国大会は開催されたこと
がありませんでした。これはたぶん、多くのチームが集まることの困難さ、さらに球場の確保の困
難さに原因があると思いますが、それを克服しての今回の大会開催にご尽力された関係各位に心よ
り敬意と感謝を捧げると同時に、元気いっぱいのプレーと、しかしお怪我だけはなさらないように祈
念し、お祝いの言葉といたします。

　このたび全国から野球を愛する同士が集い第 1回全国歯科医師会野球大会が開催されますこと
を心からお祝い申し上げます。
　閉塞感漂う歯科界に活力を、との思いでこの大会を企画・運営された関係者の大変なご努力に
敬意と感謝を申し上げます。
　今回は初の大会にもかかわらず、全国 16のチーム、300 名が参加され、中には複合チームで
参加される方々もあると伺い、実際に歯科医師のチームや地区・地域で同好の皆様と一緒にプレー
をされている歯科医師はどのくらいいらっしゃるのだろうかと驚いております。
　また、開催場所も西武ドームと大田スタジアムの 2ヶ所で開かれるとのこと、その盛り上がりは
いかばかりかと存じます。さらに、東日本大震災への復興支援も目的の一つとして掲げられており、
その意義も更に大きく感じられるところであります。
　プレイヤーの先生方には、日頃の練習の成果を如何なく発揮され、ハッスルプレーを期待いたし
ますが、無理をして、怪我をされませんよう、先生方のご家族や患者様になり代わりまして注意申
し上げます。
　この大会が今後より規模を大きくし、参加チーム、参加会員が増え、会員同士の親睦がより深ま
りますことを祈念して、スポーツを親しむ者としてエールを贈ります。元気にプレーしてください。

祝　　辞

祝　　辞

日本歯科医師会 会長　大久保　満男

日本歯科医師連盟 会長　髙木　幹正
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　この度、第 1回全国歯科医師会野球大会が盛大に開催されますこと、誠におめでとうござ
います。私の属する神奈川県歯科医師会では、昭和 60年から毎年、県歯野球大会を実施して
おり、28回目となる本年も、21チームが参加してトーナメント方式で、６日間にわたって決
勝戦まで行うことになっております。プロ野球などを観戦する楽しみから、実戦することの痛
快感は大いに理解するところであります。
　本年が、第１回目として開催されますことは、野球を通じて、歯科医師会会員相互の親睦を
深め、健康の保持増進を図ることことに大いに意義あるものと確信いたします。
　全国歯科医師国民健康保険組合連合会は、東京都を除く道府県全ての国保組合相互の協力を
密にし、組合の健全な運営と発展のために事業を展開しております。その中で、日本歯科医師
野球連盟の砂川稔代表には、日歯連盟常任理事のお立場から、我が全歯連のために多大なご協
力をいただいており、この機会を幸いに、微力ながら大会を後援させていただくことといたし
ました。本大会を契機に、永続的な野球連盟が組織され、ますます発展してまいりますようご
祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。

祝　　辞

全国歯科医師国民健康保険組合連合会 会長　小澤　　孜

　第１回全国歯科医師会野球大会の開催を心よりお慶び申し上げます。関係各位におかれまし
ては日頃より学校歯科保健ならびに日本学校歯科医会の事業推進に特段のご高配を賜り厚く御
礼申し上げる次第です。
　さて、発生から１年を経過した東日本大震災からの復興は、現在も各方面で様々な支援活動
が続けられておりますが、原子力発電所の問題等々未だ不安を拭えない課題も山積しており、
また、先行き不透明な政治や経済状況が続いく中、「歯科口腔保健の推進に関する法律」（歯科
口腔保健法）が公布され、口腔の健康の確保は全身の健康にとって重要であることから乳幼児
期から高齢期までより効果的な歯科保健活動を推進していくという基本理念が示されたところ
ですが、歯科界全体が一丸となって様々な課題に取り組んでいくことが必要です。
　こうした中で、全国歯科医師野球連盟が立ち上げられ第１回目の大会が開催されることで被
災された歯科医師の先生方をはじめ被災地の歯科関係者を励まし、歯科界全体の親睦交流がさ
らに深まることに繋がる有意義なものにしていただきたいと存じます。
　記念すべき第１回大会が成功裡に終わり、これを機に日本歯科医師野球連盟と本大会がます
ます発展されるよう、そして、関係各位のさらなるご活躍とご健勝を祈念しております。

祝　　辞

日本学校歯科医会 会長　中田　郁平
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ご　祝　辞

○○歯科医師会　○○　○○

　この度、記念すべき第1回全国歯科医師会野球大会が盛大に開催されますことを、心からお祝い申
し上げます。
　野球を通じ、東日本大震災の復興を支援するとともに会員相互の親睦とコミュニケーションを深
め、心身の健康保持・増進を図ることは大変有意義であり、歯科界の発展につながるものと確信して
おります。
　健康づくりにおいて、スポーツ、疾病予防、医療は三位一体の関係であり、スポーツ基本法の成立や
来年度に東京都で開催される国民体育大会等に伴い、東京都歯科医師会でも口腔からはじめる健
康づくりの一環として外傷予防の観点から積極的に参画していきたいと考えます。
　現在、東京都歯科医師会の野球部は225名が所属し、11チーム（15地区歯科医師会）で構成され
ています。毎年、会報誌に掲載される東京都歯科医師会野球大会の報告では、各チームの熱意あふ
れる戦いぶりを垣間見ることができます。このように活発に活動され、交流の場を広げることが、さら
に絆を深め、都道府県の垣根を越えた協力体制が構築されていくことでしょう。
　本日の第1回全国歯科医師会野球大会が、日本歯科医師野球連盟の発展に向けて大きな飛躍に
なることを心から期待申し上げるとともに、本日お集まりの皆様のますますの御活躍、御健勝を祈念
いたします。

祝　　辞

東京都歯科医師会 会長　浅野　紀元
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祝祝

第1回全国歯科医師会
野球大会

私たちは、東北の被災県の復興支援を目的にしている本大会を
支援しています。そして中年の親父達（同窓達）の野球大会を
応援しています。

・日本歯科大学校友会
・日本大学歯学部同窓会
・福岡歯科大学同窓会
・朝日大学歯学部同窓会
・鶴見大学歯学部同窓会
・愛知学院大学歯学部同窓会
・日本大学松戸歯学部同窓会
・明海大学歯学部同窓会
・東京歯科大学同窓会
・神奈川歯科大学同窓会
・九州大学歯学部同窓会
・昭和大学歯学部同窓会

・松本歯科大学校友会
・朝日大学歯学部同窓会岐阜支部
・東京都日本歯科大学校友会
・松本歯科大学校友会岐阜支部
・大阪歯科大学同窓会岐阜支部
・岐阜県日本歯科大学校友会
・愛知学院大学歯学部同窓会岐阜県支部
・松本歯科大学校友会愛知県支部
・日本大学歯学部同窓会八南支部
・鶴見大学野球部OB会
・日本歯科大学野球部OB会有志
・東京歯科大学野球部OB会
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開催要項

第１回 全国歯科医師会野球大会 開催要項
　日本歯科医師会会員の健康増進並びに会員相互の一層の親睦を図ることを目的として、次の要項で
開催する。

１．主　　催
 日本歯科医師野球連盟

２．主　　管
 第１回全国歯科医師会野球大会実行委員会

３．後　　援
 日本歯科医師会
 日本歯科医師連盟
 日本学校歯科医会
 全国歯科医師国民健康保険組合連合会
 ８０２０推進財団
 歯科医師国民年金基金
 東京都歯科医師会

４．協　　力
 東京都大田区　東京都大森歯科医師会　岐阜県歯科医師会　西武ドーム

５．日時及び場所
 ８月25日（土） 15：00～16：00　日本歯科医師野球連盟設立総会
  16：00～17：30　代表者会議
  18：00～21：00　開会式及び懇親会
  場所：アルカディア市ヶ谷私学会館（東京都千代田区九段北4-2-25）
 ８月26日（日） 場所：西武ドーム　　　午前８時より　５試合
  　　　　（埼玉県所沢市上山口2135）
  　　　大田スタジアム　午前９時より　３試合
  　　　　（東京都大田区東海1-2-10）

６．大会方式
  全国７ブロックを元にした地区割りから選出された16チームによる交流戦大会とする。

７．試合方法
  １試合は７回もしくは２時間までとし、２時間以内であっても７回を終わっていれば試合は終了

とする。

８．参加資格
 日本歯科医師会の会員であり、日本歯科医師連盟の会員であることが望ましい。

９．出場登録ならびに出場人数
 ①１チーム出場登録人数は監督・コーチを含め原則として25人までとする｡
 ②試合出場人数は登録人数と同数とする。
 ③ 登録は６月末日までに実行委員会に届け出るものとする。出場登録変更は８月11日（土）まで

とし、以降は認めない。
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施行規則

第1回 全国歯科医師会野球大会 施行規則

　本大会は日本歯科医師会会員相互の親睦を旨としておこなわれるものであるが、競技をするにあ
たっては一般野球大会に適用される平成24年公認「野球規則」を遵守することを原則とする。

１．主　　催
 本大会は日本歯科医師野球連盟が主催しておこなう。

２．大会役員、大会実行委員
  本大会の円滑な運営を図るために主管地域から選出された者を大会役員とし、連盟会長がこれを

委嘱する。
  また、大会運営の諸事業（総務、財務、設営、広報、渉外等）を担当する実行委員も選出し連盟

会長がこれを委嘱する。

３．本　　部
 本大会の期間中は開催球場に本部を置く。尚、本部には大会役員ならびに実行委員が常駐する。

４．試　　合
  試合中の諸問題については全て審判員の判断に委ねることとし、大会運営上の問題に限り大会本

部が判断を下すものとする。
 １試合は7回戦でおこない、試合時間は原則として2時間とする。　

５．競技者心得
 ①出場選手は必ずユニホーム、帽子を着用すること。
 ②捕手は必ずヘルメット、レガースおよびプロテクターを着用すること。
 ③ 打者、次打者および走者、コーチャーボックスに入る選手は必ずヘルメットの着用をするこ

と。
 ④スパイクについては金属製を禁止する。
 ⑤試合終了後、試合をおこなった両チームから各5名をだしてグランド整備にあたること。

６．大会使用ボール
  本大会で使用するボールは、ナガセケンコー株式会社「ケンコーボール」（軟式公認球　A号）

とする。

７．スポーツ保険
 スポーツ保険に関しては参加各チームごとに加入すること

８．変　　更
  本規則に定めのない事項および規則の変更については連盟役員会において協議、改正をおこな

い、すみやかに各都道府県歯科医師会野球担当者の承認を得るものとする。
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連盟設立総会・代表者会議

日本歯科医師野球連盟設立総会
 日　時：平成24年8月25日（土）15時～16時
 会　場：アルカディア市ヶ谷私学会館６F　阿蘇「西」
 司　会：柳沢　　隆

 １．開会の辞
 ２．発起人挨拶
 ３．仮議長選出
 ４．議　　事
  1日本歯科医師野球連盟規約案について
  2議長選出
  3日本歯科医師野球連盟会長選出について
  4日本歯科医師野球連盟役員選出について
  5日本歯科医師野球連盟会費案について
  6日本歯科医師野球連盟予算案について
  7その他
  　⑴全国歯科医師会野球大会規約案について
  　⑵第１回 全国歯科医師会野球大会予算案について
  　⑶義捐金予算案について

 ５．協　　議
 ６．その他
 ７．閉会の辞

第１回 全国歯科医師会野球大会代表者会議（監督会議）
 日　時：平成24年8月25日（土）16時～17時半
 司　会：西村　浩一

 開会の辞 大会副会長
 １．挨　　拶 日本歯科医師野球連盟会長
  第一回大会会長
 ２．経過報告 実行委員長
 ３．自己紹介
 ４．大会ルール説明
 ５．質疑応答
 ６．その他
 閉会の辞 大会副会長
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開会式・懇親会

第１回 全国歯科医師会野球大会開会式（前夜祭）
 日　時：平成24年8月25日（土）18時～21時
 会　場：アルカディア市ヶ谷私学会館３F　富士（控室 ３F天城）
 司　会：高峰　幸志

 プロローグ
 １．黙祷
 ２．開会宣言
 ３．日本歯科医師野球連盟（会長）挨拶
 ４．来賓ご挨拶・ご紹介
 ５．乾杯
 ６．協賛業者のご紹介とご挨拶
 ７．各チームの紹介
 ８．チーム代表挨拶
 ９．元メジャーリーガー佐々木主浩氏によるチャリティーオークション
 10．選手宣誓
 11．始球式
 　　※
 12．閉会の辞

第 1回全国歯科医師会野球大会　記念 Tシャツ

　この大会の目的は「東日本大震災復興支援」で
あります。記念Tシャツの収益はすべてが義捐金
として被災された東北に寄付されます。
　参加チームはもとより、今回の大会に参加でき
なかった地域の先生方からも協力をいただきまし
て1,813枚（８月１日現在）の購入がありまし
た。中でも被災県の山形県、岩手県にもご協力い
ただけましたことに感謝申しあげます。
　全国の歯科医師の輪が野球を通じて今後も広
がっていくことを願ってやみません。ありがとう
ございました。

第1回全国歯科医師会野球大会　実行委員一同
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対戦表

第１回全国歯科医師会野球大会
対 戦 表

西武ドーム 大田スタジアム
第１試合 北海道－秋田（8時） 第１試合 東京－岐阜（9時）
第２試合 四国連合－福島（9時30分） 第２試合 愛知三重－長野（11時）
第３試合 九州北－千葉（11時） 第３試合 神奈川－静岡（13時）
第４試合 九州南－新潟（12時30分）
第５試合 富山－群馬（14時）

【アクセス】

　　西武ドーム

　　大田スタジアム
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役員名簿

第１回全国歯科医師会野球大会 実行委員会
役 員 名 簿

日本歯科医師野球連盟代表 砂川　　稔　（千葉県歯科医師野球連盟）

大会会長 新井　桂二　（東京都歯科医師会野球部部長）

実行委員長 河村　二郎　（岐阜県歯科医師会野球部監督）

実行委員 ○岩手県歯科医師会 佐藤　　誠　（岩手県歯科医師会野球部前部長）

〇東京都歯科医師会 山田　裕二　（東京都歯科医師会野球部会計）

高峰　幸志　（東京都歯科医師会野球部庶務）

柳沢　　隆　（東京都歯科医師会野球部）

○千葉県歯科医師会 門屋　高靖　（千葉県歯科医師野球連盟会長）

加藤　想士　（千葉県歯科医師野球連盟副会長）

日暮　寛之　（千葉県歯科医師野球連盟）

○神奈川県歯科医師会 佐野　健三　（神奈川県歯科医師会野球連盟会長）

原　　　徹　（神奈川県歯科医師会野球連盟幹事）

井上　俊彦　（神奈川県歯科医師会野球連盟運営委員長）

吉田　耕一　（神奈川県歯科医師会野球連盟運営副委員長）

○熊本県歯科医師会 千場　正昭　（九州地区歯科医師野球連盟会長）

○福岡県歯科医師会 榎本　通典　（中国・四国・九州三地区歯科医師親善野球
  大会事務局長、九州地区歯科医師野球連盟

常任理事）

○岐阜県歯科医師会 西村　浩一　（岐阜県歯科医師会野球部助監督）

○三重県歯科医師会 佐藤　　理　（三重県歯科医師会野球部主務）
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協 賛 一 覧

日本歯科医師会

日本歯科医師連盟

歯科医師国民年金基金

中田郁平様

全国歯科医師国民健康保険組合連合会

東京都歯科医師会

神奈川県歯科医師会

千葉県歯科医師会

岐阜県歯科医師会

岐阜県歯科医師連盟

三重県歯科医師会

岐阜市歯科医師会

東京都八南歯科医師会

岐阜県加茂歯科医師会

日本歯科大学校友会本部

日本大学歯学部同窓会

福岡歯科大学同窓会

鶴見大学歯学部同窓会

愛知学院大学歯学部同窓会

日本大学松戸歯学部同窓会

朝日大学歯学部同窓会

松本歯科大学校友会

明海大学歯学部同窓会

東京歯科大学同窓会

神奈川歯科大学同窓会

九州大学歯学部同窓会

昭和大学歯学部同窓会

東京都日本歯科大学校友会

松本歯科大学校友会岐阜支部

朝日大学同窓会岐阜支部

大阪歯科大学同窓会岐阜支部

岐阜県日本歯科大学校友会

愛知学院大学歯学部同窓会岐阜県支部

松本歯科大学校友会愛知県支部

日本大学歯学部同窓会八南支部

鶴見大学野球部OB会

日本歯科大学野球部OB会有志

東京歯科大学野球部OB会
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出場チーム紹介
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役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 　　　　　 　　　 　　　　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日
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役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

監　督 三嶋　　顕 内　野 77 日歯大 S43年 S19.２.５

主　将 谷本　圭太 投・内野 18 日歯大 S63年 S38.10.24

マネージャー 高橋　博寿 外野手 １ 神歯大 H１年 S30.９.１

マネージャー 久恒　泰宏 内野手 13 北　大 S63年 S38.６.20

倉増　　淳 内野手 30 北医大 S61年 S37.３.12

加藤　久尚 内野手 ８ 北　大 H１年 S37.11.10

高師　則行 外野手 51 北　大 H１年 S38.10.１

清水　　学 外野手 ５ 北医大 H３年 S40.12.30

山本　達也 外野手 12 北医大 H２年 S41.３.６

　　　 山田　貴文 外野手 25 広　大 H３年 S41.８.３

　縁あってこの大会に参加できることを大変うれしく思います。岩見沢は北海道空知地方
の中核都市です。今年は、記録的な大雪のために雪解けが大幅に遅れました。練習を開始
できたのは５月ＧＷ明けからです。北海道歯科医師野球大会では優勝を狙う私たちのチー
ムですが、参加チームの中では恐らく最も練習不足、しかも今回は若手選手達の都合がつ
かなかったため、全員がアラフィフ以上のぎりぎりの選手数で出場することになってしま
いました。何卒お手柔らかにお願いいたします。

岩見沢歯科医師会
北海道　
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　「東北 6県には東北地区歯科医師親善野球大会なる、歯科医師による野球大会がある。
第 1回大会は昭和 26年から始まり今年は第 60回を迎えようとしている。この歴史ある
大会において、我が秋田県チームは常に他県チームを脅かす常勝チームであり続けている。
特筆すべきは昭和 40年代から 50年にかけての 12年間で優勝 9回（6連覇含む）は我
がチームの黄金時代であり、他県に類を見ない強豪チームとして恐れられた。近年、部員
の高齢化が進み 6県の拮抗した試合が多いが、ここ数年、若手が成長して古豪秋田チー
ムの復活が期待される。（写真は平成 23年青森県チームとの親善試合）

秋田県歯科医師会野球部
秋田県　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

久保田仁恒 左翼手 14 岩医大 H１年 S36.６.26

武蔵　哲貞 三塁手 ３ 日歯大 H10年 S47.６.８

正木　敏博 右翼手 17 明海大 H７年 S43.２.13

志村　　崇 左翼手 29 日歯大新 H11年 S50..１.22

正井　佑典 三塁手 ６ 東北大 H18年 S56.５.５

小林　崇之 一塁手 60 松歯大 H14年 S52.５.18

石田　雄一 遊撃手 45 日歯大新 H12年 S50.６.29

石田　　光 投　手 16 新　大 H24年 S61.10.23

五味　明雄 二塁手 ５ 東歯大 S63年 S39.１.６

コーチ 門間　智之 S48.９.９

山谷　一徳 S38.２.28

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

部　長 山田耕一郎 一塁手 47 東歯大 S54年 S29.７.４

監　督 荘司　　薫 遊撃手 30 日歯大新 S56年 S32.３.28

副監督 石塚　永幸 投　手 35 東北大 S58年 S32.４.11

主　将 安井　新紀 中堅手 44 日歯大新 S63年 S38.１.7

副主将 吉川圭一郎 右翼手 42 日　大 H６年 S43.６.13

マネージャー 真宮　光彦 二塁手 26 城歯大 S53年 S28.12.７

選手会長 佐々木　健 右翼手 １ 岩医大 S60年 S34.４.14

小西　一峰 左翼手 25 岩医大 S56年 S32.１.31

小野　晃嗣 投　手 18 岩医大 S61年 S31.１.31

石田　千春 一塁手 23 新　大 S60年 S34.３.18

松野　　才 左翼手 12 東北歯大 H１年 S36.７.27

工藤　充康 二塁手 17 岩医大 S61年 S36.８.29

有明　　徹 捕　手 22 岩医大 H４年 S42.５.31
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　昨年は、東日本大震災に際して全国の皆様から大変なご心配・ご配慮を頂きありがとう
ございました。
　福島県では、福島・郡山・いわき・会津の４チームによる県大会を昭和 23 年より毎年夏
に実施しており、この大会で優勝したチームが県代表として東北大会に出場しております。
　今回は、初めての大会ということで、各チームから希望者を募り、福島県選抜チームとし
て参加させて頂きます。

平成24年7月8日　福島県歯科医師会親善野球大会にて

福島県選抜チーム
福島県　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

小柴　　誠 　　　 11 岩医大 H３年 S41.９.３

佐藤　直樹 28 奥羽大 H７年 S40.７.17

進藤　　巌 18 日　大 H７年 S45.７.24

菅谷　　敏 60 東歯大 S49年 S24.６.９

鈴木　啓之 16 神歯大 S62年 S36.４.21

高橋　　亘 17 東北歯大 S61年 S34.４.６

筒井　　章 90 東北歯大 S54年 S29.10.８

東條秀太郎 74 北医大 H13年 S49.２.12

中島　輝哉 － 日　大 S35年 S10.11.23

中島十四夫 － 日大松戸 H２年 S40.４.10

中村　文彦 55 奥羽大 H６年 S44.11.13

二瓶　好暢 25 奥羽大 H８年 S46.９.10

沼崎　浩之 12 奥羽大 H３年 S42.２.14

樋口　昌男 ６ 日歯大新 S59年 S34.12.４

藤井　誠一 51 奥羽大 H６年 S33.11.11

松崎　賢造 36 日　大 S51年 S24.６.12

渡部　圭一 12 日大松戸 H６年 S42.12.12

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

監　督 牧　　　正 　　　 22 東北歯大 S56年 S32.２.25

助監督 佐藤　克也 30 東北歯大 S56年 S30.11.25

主　将 今村　一路 13 東歯大 H８年 S42.６.27

マネージャー 西村　則彦 00 奥羽大 H６年 S45.３.22

赤塚　公寿 ５ 東歯大 S55年 S28.10.１

浅井　政一 ９ 奥羽大 H４年 S42.６.10

五十嵐　徹 10 日歯大 S61年 S36.４.２

石田　高俊 27 日大松戸 S60年 S30.９.５

伊藤　克紀 ６ 日　大 S63年 S38.９.17

印南　和由 ８ 日　大 H４年 S41.７.７

大内　　治 １ 奥羽大 H１年 S40.３.９

大塩　健司 99 鶴見大 H９年 S47.12.５

恩田　圭基 10 九歯大 S62年 S36.10.４

神尾　貴之 ０ 日歯大 H８年 S46.８.19

北畠　秀樹 18 九歯大 S63年 S36.８.２

栗城　宏昌 50 日歯大 S58年 S34.３.10

桑原　英俊 77 日歯大新 H11年 S38.５.７

小久保俊一 ６ 東医歯大 S53年 S26.11.29
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役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 　　　　　 　　　 　　　　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 　　　　　 　　　 　　　　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

下山　將文 遊撃手 奥羽大 H８年 S46.２.24

木村　俊介 二塁手 新　大 H11年 S47.５.11

　　　 戸山　慶太 遊撃手 日歯大新 H14年 S53.３.14

野田　明成 中堅手 新　大 H16年 S53.７.３

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

監　督 神田　　茂 三塁手 東歯大 S47年 S22.５.８

主　将 井上　貴司 投　手 愛院大 H２年 S41.１.23

主　務 斎藤　　理 三塁手 日大松戸 H５年 S43.11.26

菅原　　至 左翼手 新　大 S56年 S30.１.６

森　　啓一 一塁手 朝日大 S61年 S37.11.24

児島　伸也 投　手 日歯大新 S63年 S38.２.７

金谷　明夫 遊撃手 新　大 H１年 S39.７.23

岡田　高明 二塁手 鶴見大 H１年 S40.３.９

亀井　　秀 右翼手 鶴見大 H２年 S40.９.17

増田　康展 三塁手 松歯大 H８年 S43.９.４

平林　英成 左翼手 日大松戸 H８年 S43.12.17

マネージャー 柳沢　　勲 捕　手 奥羽大 H６年 S44.６.13

間仁田浩一 捕　手 日　大 H７年 S45.６.１

　群馬県歯科医師会では毎年県歯野球大会を開催し、７チームをＡ，Ｂブロックに分けて、
それぞれ優勝チームを決定します。この優勝チームは翌年のＡブロックの第１試合で事実
上の決勝戦を行います。そのため各チーム、Aブロック優勝を目標に練習に励んでおりま
す。今回は初めて群馬県選抜チームを結成し、どのようなチームが出来上がるか楽しみに
しております。このような機会を設定していただきましてありがとうざいます。

群馬県選抜
群馬県　
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　千葉県では、2005 年より郡市歯科医師会チーム対抗「デンタルカップ」を千葉ロッテ
マリーズの本拠地である千葉マリンフィールドを主会場として開催しております。今回の
チームは、各郡市歯科医師会チームからの選抜です。初の全国歯科医師野球大会に参加す
べく、メンバー、そしてチーム名も、ユニフォームもできたてのホヤホヤです。千葉県代
表PHOENIX として、初の大舞台となります。
　これまでは敵味方のメンバーたちでしたが、郷土・千葉のため、全国の強者に一致団結
しチャレンジ精神で挑みます。

千葉PHOENIX（フェニックス）
千葉県　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 滝沢　裕也 内野手 13 奥羽大 H16年 S53.10.18

武田　　修 捕　手 16 日大松戸 H8年 S46.５.29

監督補佐 宮野　　貴 内野手 19 東歯大 S62年 S35.６.２

三国　大吾 内野手 24 日大松戸 H４年 S42.４.30

永井　一宗 外野手 31 明海大 H３年 S40.３.31

加藤　想士 内野手 33 愛院大 S44年 S16.11.13

村井　一仁 投　手 34 北医大 H５年 S39.７.11

池口伸太郎 外野手 35 日大松戸 S56年 S27.９.28

河野　真吾 外野手 44 昭　大 H４年 S39.４.12

河村　　尚 外野手 50 北医大 H５年 S42.８.21

長谷川　哲 内野手 51 城歯大 S62年 S34.８.５

椎野　広巳 捕　手 57 神歯大 S60年 S36.５.７

三浦　　靖 外野手 77 東歯大 S60年 S35.５.29

堀内　　一 内野手 94 日大松戸 S61年 S36.10.１

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

監　督 砂川　　孝 内野手 23 日　大 S50年 S25.12.25

主　将 岩根　健二 内野手 18 松歯大 S60年 S36.１.20

副　将 塚田　幸生 内野手 20 日大松戸 H３年 S41.６,.19

砂川　　稔 内野手 １ 日　大 S56年 S31.５.21

櫻田　雅彦 内野手 ２ 神歯大 H５年 S43.５.11

門屋　高靖 内野手 ３ 東歯大 S41年 S15.10.24

遠藤比呂喜 内野手 ５ 明海大 H３年 S41.10.21

川津　良介 内野手 ６ 日大松戸 H12年 S50.８.４

マネージャー 阿部　浩生 外野手 ７ 東北大 S62年 S37.７.31

日暮　寛之 外野手 ８ 日　大 S61年 S36.４.３

杉山　　均 捕　手 ９ 日大松戸 H６年 S43.９.15

マネージャー 井上　宏明 投　手 10 日大松戸 S58年 S34.２.16

大野　　一 投　手 11 日大松戸 H６年 S43.２.19

吉澤健太郎 内野手 12 明海大 H11年 S49.６.14
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役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 　　　　　 　　　 　　　　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 　　　　　 　　　 　　　　

　都歯野球部の活動は、昭和 30年代からで、当時関東大会では常勝軍団でした。大阪府
歯科医師会との定期戦も数 10年続いていました。近来地区歯科医師会に相次ぎ野球部が
誕生し、平成 12年にトーナメント大会を催すに至りました。更に年間の試合数を増やす
為に、平成 20年から２つのリーグに別れ、予選リーグの上位各２チームによる決勝トー
ナメント大会で優勝を争い、現在 11チームが参加しています。また、毎年 11月にお隣
の神奈川県と定期戦を交互に主催し、真の懇親を深めています。今大会には選抜チームで
精鋭を揃えて臨みます。これを機に関東大会の復活にも期待が高まります｡ 全国大会が組
織化され、今後選手権大会に発展すれば素晴らしいことです。被災された東北の先生方の
支援に、野球を通じてお役に立てれば幸いです。

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

林　　宏樹 投・内野 14 日　大 H５年 S43.６.18

佐藤　　剛 捕　手 13 東歯大 S59年 S34.12.19

田内　和弘 捕・外野 24 神歯大 H３年 S41.９.13

松永　　元 内野手 ８ 日歯大 H１年 S39.11.10

大草　大輔 内野手 17 鶴見大 H10年 S49.２.２

峰岸　　忠 内野手 ４ 日　大 H11年 S50.２.18

松田　浩一 内・外野 11 日歯大 H１年 S39.９.16

新谷　　忠 内野手 15 神歯大 H５年 S43.７.９

星野　吉計 内野手 ２ 松歯大 H１年 S37.12.18

河野　　勉 内野手 ０ 日歯大 S60年 S35.２.22

落合　正英 外野手 ９ 神歯大 H14年 S52.７.９

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

部　長 新井　桂二 60 日　大 S33年 S５.４.17

副部長 山田　裕二 29 日歯大 S47年 S22.９.24

監　督 円山　義信 30 九歯大 S45年 S20.１.５

コーチ 澤　　悦夫 28 神歯大 S52年 S24.５.28

主　務 高峰　幸志 捕・内野 ６ 日　大 H１年 S40.２.18

副主務 柳沢　　隆 内・外野 16 鶴見大 H５年 S43.12.20

主　将 金子　雅一 内野手 10 日歯大 S59年 S32.３.20

佐藤　全孝 投　手 １ 日歯大 S60年 S36.２.10

中村　雅史 投・内野 18 日歯大 H２年 S40.７.７

小池　淳美 投・内野 12 神歯大 S59年 S33.12.１

三宅　正泰 投・内野 ５ 九歯大 H３年 S40.２.27

米澤　　傑 投・内野 ３ 日大松戸 H３年 S40.９.19

中島　　陽 投・内野 ７ 明海大 H４年 S40.４.８

東京都歯科医師会野球部
東京都　
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役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 藁科　　聡 　　　 24 東北大 S62年 S35.11.26

高橋　　力 42 神歯大 S47年 S23.１.４

桝本　雄次 ９ 鶴見大 H５年 S43.７.27

石井　孝一 25 鶴見大 H７年 S45.８.22

中村　哲弥 ３ 東歯大 H11年 S46.４.26

岩間　　威 ７ 鶴見大 S63年 S37.６.12

岡部　行秀 ６ 日歯大 S62年 S38.１.28

佐藤　　忍 23 東北歯大 S62年 S33.８.９

原　　　徹 ８ 愛院大 S54年 S26.10.13

遠藤　　忍 11 東歯大 S40年 S15.11.10

石川　茂樹 22 鶴見大 S56年 S31.７.22

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 佐野　健三 　　　 １ 日　大 S29年 S５.５.26

笠原　一臣 14 神歯大 S45年 S20.９.27

佐藤　信二 30 鶴見大 H12年 S48.９.30

吉田　礎久 29 東歯大 S58年 S33.11.15

吉田　耕一 10 神歯大 S56年 S31.９.11

鶴重　良太 36 鹿　大 H１年 S36.８.13

奥津　直起 32 神歯大 H７年 S46.２.３

奥津　千秋 ５ 日大松戸 H３年 S41.９.21

勝俣　直樹 39 神歯大 H８年 S46.４.24

川瀬　和也 37 日　大 S63年 S38.11.29

菱沼　康一 44 松歯大 H５年 S42.11.14

片岡　　誠 52 昭　大 H６年 S44.２.20

井上　俊彦 16 鶴見大 S58年 S34.２.６

　神奈川県歯科医師会では毎年 7月から 9月にかけて「神奈川県歯科医師会野球大会」
がおこなわれています。今年で 28回を迎える大会が県下 20数支部の参加で開催される。
この大会を目標に各チームとも休診日や夜間に練習を積んでいる。第 3回大会からは大
会運営は県歯厚生委員会から県歯科医師会野球連盟が主となり運営しています。
　大会終了後には、近隣歯科医師会（東京都、千葉県、山梨県）と選抜チームを編成して
定期戦をおこなって交流を深めているのが現状であります。

神奈川県歯科医師会野球連盟選抜
神奈川県　
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役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 　　　　　 　　　 　　　　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 　　　　　 　　　 　　　　

　我が県は、佐久歯科医師会、更級歯科医師会の 2チームで構成しております。毎年夏
に5郡歯会野球大会を行っており、佐久歯科医師会は現在3連覇中です。走攻守三拍子揃っ
た佐久チーム 8名に更級 8名が加わり、まずは手堅く勝利を納めたいと考えております。
当県は参加他県と違い、県歯を中心とした伝統的大会は無く、県内 20都市中 5郡市のみ
が野球大会を続けているのが現状です。

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 酒井　康人 二塁手 12 日大松戸 H11年 S47.８.24

坂田　道康 遊撃手 11 朝日大 H３年 S40.７.23

山崎　　明 三塁手 15 松歯大 S61年 S36.５.１

渡辺　　均 遊撃手 ０ 日歯大 S53年 S25.11.１

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 竹内　勝泉 三塁手 10 松歯大 H５年 S42.７.15

高見澤一伸 捕　手 ７ 奥羽大 H５年 S42.５.27

中島　英元 投　手 01 広　大 H２年 S38.２.７

新津　恒太 一塁手 ０ 日歯大 H６年 S43.６.６

野村　裕行 中堅手 26 新　大 H７年 S44..１.10

宮島　　浩 一塁手 30 奥羽大 S55年 S31.１.３

中村　　通 二塁手 29 日歯大 S54年 S28.８.28

甘利　光浩 二塁手 16 明海大 S53年 S38.５.21

廣岡　力也 投　手 １ 岩医大 S54年 S22.６.27

馬場　浩雄 一塁手 ３ 朝日大 H２年 S41.２.10

山崎　康憲 左翼手 ９ 明海大 H２年 S39.５.３

中島　崇樹 右翼手 ７ 岩医大 H12年 S49.８.25

武内　研二 捕　手 ２ 鶴見大 H５年 S42.１.18

長野県歯科医師会
長野県　
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役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日
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役職 氏名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

木倉　一樹 捕　手 78 日歯大新 H8年 S45.４.８

永井　正紀 外野手 7 東歯大 H8年 S47.３.31

広瀬　大希 内野手 28 日歯大 H12年 S49.６.22

西村　雄介 投　手 21 新　大 H18年 S52.５.17

石上　晴海 83 日歯大新 H４年 S42.６.25

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

監　督 脇屋　礼慈 内野手 30 日歯大新 S55年 S30.12.12

主　将 小坂井　巌 内野手 16 日歯大 S60年 S35.８.16

澤　秀一郎 内野手 12 新　大 S46年 S20.５.28

石原　善和 投　手 00 松歯大 S58年 S30.７.２

坂井　能達 内野手 13 日歯大 S55年 S30.４.３

野崎　　顕 内野手 10 鶴見大 S63年 S38.１.11

小海　　潔 外野手 ８ 奥羽大 S60年 S35.４.14

マネージャー 松田　武之 外野手 45 日歯大新 S62年 S37.４.５

三井田　浩 内野手 55 新　大 S63年 S38.１.29

神成　庸二 外野手 25 新　大 H2年 S40.１.15

今井　英一 外野手 15 昭　大 H1年 S40.１.27

反町　晋康 外野手 23 日歯大新 H4年 S41.８.10

堀切　隆志 捕　手 4 日歯大新 H7年 S45.４.２

　長岡歯科医師会野球部の歴史は古く、昭和 25年から活動が始まっています。新潟県歯
科医師会野球大会としては昭和 57年から昨年までで 30回を数え、我が長岡フェニック
スは常に優勝候補に挙げられながらも新潟市チームの後塵を拝して来ましたが、平成 16
年 23回大会で悲願の初優勝を遂げました。昨年は 5年ぶり 3度目の優勝を果たし、単独
チームとして今回名誉ある第 1回全国大会の代表となりました。例年大会に向けて年数
回の練習 (試合 )しかしていませんが、チームワークの良さと勢いに乗った時の強さが特
徴でしょうか。何より、皆野球が「好き」で「楽しむ」のがチームのモットーです。

長岡歯科医師会野球部60周年記念紅白試合にて（平成10年11月）

長岡フェニックス
新潟県　
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役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 　　　　　 　　　 　　　　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 　　　　　 　　　 　　　　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 西尾　安平 内野手 26 岡　大 H15年 S53.７.７

福間　智之 内・外野 10 松歯大 H11年 S48.１.22

近藤　匡晴 内・外野 35 日歯大新 H10年 S49.３.５

堀　　　穣 投・外野 18 神歯大 H18年 S55.７.18

松浦　　均 投　手 鶴見大 S57年 S33.１.３

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

監　督 柳川　忠廣 内野手 30 奥羽大 S54年 S29.11.28

コーチ 森　　泰彦 内・外野 33 東歯大 S56年 S31.６.１

コーチ 近藤　晴彦 内野手 ５ 日歯大新 H１年 S37.２.28

酒井　裕之 内野手 ６ 朝日大 H２年 S39.11.７

市川　恭大 内野手 31 朝日大 H２年 S40.12.11

木村　裕一 内・外野 ８ 愛院大 H６年 S44.４.20

山田　真吾 外野手 51 松歯大 H10年 S46.12.18

影山　陽丈 投・内野 11 愛院大 H13年 S50.12.21

小林　照正 外野手 24 日大松戸 H15年 S52.２.18

山下　雅之 捕　手 ７ 愛院大 H21年 S59.４.18

小原　　信 内・外野 25 昭　大 H５年 S43.10.28

石川　陽己 内野手 １ 鶴見大 H７年 S46.３.１

大竹　伸明 投・内野 20 日歯大 H12年 S50.７.23

　静岡県では県下７郡市歯科医師会に野球部があり、春秋に県大会を開催しています。今
回は全国大会ということで春期大会優勝の浜松チームを中心として、静岡・磐周・浜松３
チームの中堅若手を中心に選抜した静岡県チームを初めて編成しました。ちなみに監督は
日本歯科医師会の柳川常務理事ですが、公務多忙で大会当日に参加できるか心配です。

静岡県歯科医師会野球部
静岡県　
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　我々野球部の歴史は古く、昭和 25年に愛歯軟式野球連盟を結成。その第１回大会を同
年 11月 23 日熱田神宮球場で 12文部の参加のもと開催。その後、全国的に歯科医の野
球が盛んとなり、昭和 33年には全日本都市対抗野球大会が東映フライヤーズ球場、神宮
球場で開催され、愛知県選抜チームとして出場する。
　昭和 37年に愛知県歯科医師野球同好会として県下一チームに纏まり、昭和 52年、押
鐘功が監督就任時に愛知県歯科医師野球部と改称し、現在部員数は 45名が在籍、試合数
は年 40試合前後を消化し、東海四県歯科医師親善野球大会は昭和 27年に第１回が愛知
県で開催され、今年で 60回を数え、愛知県歯科医療関係親睦野球大会が昭和 52年に歯
科関係団体との交流を図る目的で始まり、今年の５月に第 36回を開催。各県市歯野球部
との定期戦としては、兵庫県、香川県、静岡市などがあり、交互の地を訪れ、40年以上
交流が続いている。

部員一覧（未出場）：伊藤　佳明・長谷川　勲・丹羽　大介・中村　大輔・桶屋　洋之・岡本　卓真・水谷　俊紀・加藤　康弘・佐藤　文昭・
近藤　俊明・射場　圭司・大竹　浩信・松浦　周・岩田　敏男・小牧　完二・山田　晃弘・魚住　佳隆・小出　善彦・田中　渉・真田　裕三・
日高　修・阪上　剛・小間　義朗・小野山雄央・石井　利一・小島　真一・村川比呂志・丸子　孝・加藤　公三・宮島　英彰・板矢　剛志・
徳永喜久夫・加納　孝廣・浅井　昭博

愛知県・三重県連合チーム
（愛知県歯科医師会野球部）

愛知県・三重県　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 小山　憲一 投・内野 ８ 愛院大 S63年 S35.８.７

加藤　教授 内野手 13 愛院大 H４年 S43.１.５

中西　基嘉 外野手 17 朝日大 S62年 S35.10.22

佐藤　　厚 投・内野 19 岩手医大 S57年 S32.６.４

マネージャー 竹内　梨恵 外野手 20

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

部　長 佐藤　弘喜 内野手 22 愛院大 S42年 S17.10.６

監　督 内藤　　毅 内野手 33 愛院大 S42年 S17.９.29

主　将 山本　信吾 捕・内野 10 愛院大 S58年 S33.10.１

副主将 内藤　講一 投・内野 28 朝日大 S52年 S26.11.28

飯田　丈二 外野手 １ 松歯大 S60年 S35.５.29

山口由記朗 内野手 ５ 愛院大 H７年 S43.９.９
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　野球部創立の正式な記録はなく、三重県歯科医師会の医政史によると昭和 35年９月の東海ブロック野球大会
にそなえて練習試合をするためにチームができ、昭和 37年東海地区歯科医師軟式野球大会で初優勝、と記載
されているのみである。これらは現在の東海四県歯科医師親善野球大会と思われる。終身会員（昭和 23年松
阪支部入会）川原通男によると入会後間もなく松阪支部で野球のチームができ、伊勢支部と試合をしたと言うこ
とである。このことから昭和20年代後半には県内に野球チームが結成され交流試合が行われていたようである。
　また川原は同じ頃に名古屋の八事球場で愛知、岐阜、静岡、三重のチームが集まり試合をしたと記憶している。
これは愛知の記録によると昭和 27年から始まった東海四県歯科医師親善野球大会と思われ、当時すでに継松
久雄を監督に川原通男といった松阪支部を中心としたチームが出来ていたようである。
　野球部の活動としては　関係機関との練習試合も定期的に開催されていたが諸般の事情により無くなった。ま
た平成 4年には桑員、四日市、津、松阪、伊勢、技工士会の 6チームによる三重県歯科親善野球大会が発足し
たが年々野球をする人が減り今では4支部で3チームをつくり試合を行っている。
　現在は北岡　徹監督の下、時には厳しく、時には優しく部員相互の親睦を図りながら試合や懇親会を楽しんで
いる （文中敬称略）

愛知県・三重県連合チーム
（三重県歯科医師会野球部）

愛知県・三重県　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

コーチ 山本　　覚 　　　 44 愛院大 S54年 S29.10.８

笠原　亮輔 遊撃手 18 愛院大 H15年 S53.11.２

西本　康助 左翼手 15 大歯大 H14年 S51.１.６

マネージャー 佐藤　　理 東北歯 S57年 S31.１.19

伊藤　雄鐘 右翼手 36 朝日大 H13年 S51.11.15

刀根　大輔 右翼手 58 愛院大 H15年 S54.３.15

地主　尚由 右翼手 29 東歯大 S62年 S37.９.29

鮒田　裕之 右翼手 40 朝日大 H３年 S40.７.18

コーチ 吉田　昌夫 ８ 九歯大 S54年 S30.２.２

監　督 北岡　　徹 77 大歯大 S48年 S23.８.10

村田幸一朗 二塁手 41 日大松戸 H10年 S47.７.20

馬瀬　　勝 中堅手 39 九歯大 H８年 S45.７.29

熊谷　　渉 左翼手 27 朝日大 H３年 S42.２.３

植田　　仁 中堅手 25 大歯大 H７年 S45.４.17

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

　　　 伊藤　寿志 右翼手 ７ 朝日大 H７年 S46.９.20

中野　悦男 三塁手 10 大歯大 S46年 S21.11.12

中野　雅也 投　手 12 愛院大 H11年 S49.８.20

中野　忠彦 投　手 23 朝日大 H14年 S53.２.13

水谷　忠司 遊撃手 11 愛院大 S50年 S25.８.19

伊藤　真治 投　手 １ 愛院大 S56年 S31.10.27

伊藤　雅之 中堅手 ３ 朝日大 S56年 S28.８.20

多田　　望 遊撃手 ４ 徳　大 S60年 S35.５.４

駒田　憲之 二塁手 14 日歯大 S60年 S35.11.５

鈴木　晶博 捕　手 20 朝日大 S60年 S35.８.16

中村　仁大 右翼手 35 日歯大新 H４年 S42.５.８

宮村　浩司 左翼手 28 大歯大 S56年 S32.１.28

森本　浩生 二塁手 ６ 朝日大 H３年 S40.７.17

コーチ 坪井　靖典 100 愛院大 S52年 S26.12.９
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岐阜県歯科医師会野球部
岐阜県　

　第１回の大会に参加でき、岐阜県野球部一同大変感激しております。
　これまでの目標は今年 60回を迎える東海四県歯科医師野球大会優勝でしたが、今年は
この大会をも睨んで、野球好きでは全国一を自負する我々はこの暑さの中、猛ノックに耐
えてきました。「グランド内では野球小僧！グランド外では野球部大家族！」をモットーに、
野球の楽しさを満喫しております。
　終わりに全国の野球好きの先生方と仲間として親睦を深くできることを切に願っており
ます。

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

飯田　敏博 三塁手 17 松歯大 H３年 S42.１.20

札場　郁生 一塁手 20 広　大 S46年 S20.９.６

岡田　伸介 投　手 22 愛院大 H12年 S50.11.29

石川　清規 内野手 25 愛院大 H16年 S53.９.９

若宮裕一郎 捕　手 33 朝日大 H11年 S48.１.11

マネージャー 松田　和則 外野手 55 朝日大 S59年 S34.４.22

村上　武政 投　手 60 松歯大 S53年 S27.11.７

篠崎　章敬 外野手 91 愛院大 H17年 S54.６.18

前監督 金光　一夫 77 神歯大 S48年 S23.１.26

横森　俊雄 投　手 大歯大 S48年 S22.10.12

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

監　督 河村　二郎 一塁手 6 日歯大 S60年 S35.９.25

助監督 西村　浩一 外野手 10 日　大 S60年 S33.11.７

主　将 太田　直哉 二塁手 19 松歯大 S56年 S32.１.16

松田　一雄 捕　手 １ 広　大 S56年 S31.11.５

江幡　晃治 内野手 ２ 愛院大 S57年 S32.８.14

恩田　眞司 遊撃手 ３ 松歯大 S59年 S34.８.６

中島英一郎 外野手 ５ 日大松戸 H３年 S41.４.28

横山　雅行 内野手 ８ 愛院大 H４年 S43.１.26

加藤　雅彦 投　手 11 愛院大 S57年 S32.12.７

下手　　麿 外野手 12 愛院大 H９年 S48.１.６

築山　智圭 内野手 13 愛院大 H６年 S43.10.10

伊塚　良彦 内野手 14 北　大 H９年 S47.８.15

中島雄一郎 外野手 16 大歯大 H５年 S43.12.16

H23年忘年紅白戦後（45才以上対45才以下）　朝日大グランドにて
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富山県歯科医師会野球同好会
富山県　

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

監　督 杉木　　進 投　手 30 昭　大 S60年 S35.１.２

主　将 渡辺　光生 外野手 13 奥羽大 Ｈ4年 S41.４.20

副主将 佐藤　友保 捕　手 12 朝日大 Ｈ5年 S43.４.26

会　計 片岡　源司 外野手 29 大歯大 S61年 S36.５.15

総　務 片口　宗久 内野手 77 朝日大 S61年 S.34.11.７

泉　　照雄 内野手 ３ 明海大 S56年 S32.１.16

島田　正史 内野手 ８ 昭　大 H２年 S40.６.22

石川　　亨 投　手 94 朝日大 H５年 S43.９.４

松能　　努 外野手 35 神歯大 H１年 S40.３.19

安村　公成 内野手 00 愛院大 H５年 S43.11.19

北村　　悟 外野手 33 明海大 H４年 S42.９.21

橋本　正博 内野手 44 昭　大 S58年 S33.２.21

小熊　淳史 外野手 24 奥羽大 H15年 S53.４.１

　富山県歯科医師会野球同好会は、創立からは、30年以上の歴史がありますが、しばら
く活動を休止しておりました。そして平成 21年より再始動することとなり、現在に至っ
ております。活動は、県内四地区にチームがあり、リーグ戦を行っております。また、対
外的な活動としては、四県対抗親善野球大会（岐阜県、福井県、新潟県、富山県）や近北
親善野球大会の出場を平成 22年より行っております。今回は、近北地区の数チームから
の依頼を受けたため出場することとさせて頂きました。

平成24年５月20日富山県歯科医師会会長杯野球大会にて
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　長期間中断されていた四国四県歯科医師親善野球大会が復活開催されてから今年で 17
年目となります。
　今大会は、昨年の第 16回大会で優勝した高知県８名を主体に徳島県６名、愛媛県 5名、
香川県３名、総勢 22名の四国連合チームが急遽結成されました。年に１～２回、顔をあ
わす程度の選手達が一つのチームとして機能するかどうか。その上若手主力組を欠いた、
練習なしのぶっつけ本番です。
　８月 25、26日は全国の野球好きの先生方と交流できることを楽しみにしております。

四国地区　

四国連合

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

兼松　義典 外野手 ５ 朝日大 H13年 S51.７.15

愛媛監督 岡本　幸一 　　　 15 日歯大 S56年 S27.４.３

主　将 大澤　有次 捕　手 26 福歯大 S58年 S33.５.22

副主将 三好　常隆 内野手 ８ 福歯大 S63年 S39.１.23

安井　　章 投・外野 ７ 長　大 H３年 S39.６.６

薗田　　弘 外野手 53 日歯大 H２年 S40.８.27

香川監督 今瀧　勝巳 内野手 30 奥羽大 S61年 S34.10.４

助監督 松木　倫和 投・内野 11 松歯大 H７年 S44.12.２

主　将 長町　直樹 投・内野 10 愛院大 H１年 S39.12.５

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

高知助監 岩田　耕三 内野手 ３ 大歯大 S60年 S36.２.25

主　将 長野　健司 内野手 16 大歯大 S62年 S38.１.６

田岡　　譲 内野手 33 愛院大 S53年 S26.７.16

岡林　健二 投　手 ７ 広　大 S56年 S31.１.30

田内　明彦 内野手 ８ 九歯大 H４年 S42.５.31

西岡　政道 外野手 1 東医歯大 H５年 S42.５.23

佐々木英明 捕　手 ４ 奥羽大 H７年 S45.11.23

武政　賢洋 内野手 28 北医大 H16年 S53.２.14

徳島主将 阿部　寛仁 内野手 ４ 徳　大 H４年 S39.11.16

柴田　　享 内野手 11 徳　大 H１年 S39.１.５

福井　慶一 外野手 31 徳　大 H７年 S44.２.20

冨永　高生 内野手 23 朝日大 H７年 S44.５.31

新田　幸司 外野手 18 北医大 H９年 S46.６.15
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　　　 榎本　通典 捕　手 50 鶴見大 S54年 S26.９.10

吉崎　久次 内野手 15 福歯大 H２年 S39.４.３

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

監　督 千場　正昭 内野手 １ 九歯大 S45年 S19.９.４

上田　　博 内野手 30 愛院大 S50年 S24.１.２

河合　隆一 投・外野 18 福歯大 S58年 S34.１.９

井野　　健 外野手 42 福歯大 H7年 S43.６.17

山口　貴久 投・外野 55 福歯大 H10年 S46.７.29

コーチ 稗田　照雄 投手 20 愛院大 S47年 S22.３.30

栗林　憲一 内野手 １ 城歯大 S61年 S36.11.14

東島　伸氏 内野手 11 日　大 H４年 S42.11.11

行武　正昇 投手 18 福歯大 H３年 S41.5５.１

コーチ 加藤　裕之 内野手 30 長　大 S62年 S37.12.13

芦刈　晴彦 外野手 28 鹿　大 H３年 S41.10.31

矢野　　剛 投手 １ 福歯大 H８年 S46.７.28

武藤　秀典 捕・外野 19 福歯大 S51年 S26.６.27

九州選抜（北）

九州地区　

九州選抜（北・南）チーム

　今回、九州地区から２チームということで、北・南に分け出場します。
　九州には８県あり、大会としては、秋の学会にあわせ九州大会が年に１度８チームのトー
ナメントで開催されます。
　今年で 65回目を迎えました。主催県は輪番制で行っています。
　又、５月に３地区野球大会といって、中国・四国・九州の３地区で大会を行っています。
　今年で13 回目を迎えました。
　各地区の優勝チームと開催県の４チームで、トーナメント大会で開催されています。
　九州も野球が盛んなところで、両大会とも親善野球大会ということですが、かなり勝敗に
こだわる野球をやっています。
　今回、全国大会が開催されることを本当に嬉しく思います。
　九州地区に於いても選手たちの長年の夢でした。出場選手全員で野球を楽しみたいと思っ
ています。
　開催にご尽力頂いた関係者の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。
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弓場　敏克 内野手 66 大歯大 S40年 S15.９.１

コーチ 井上　陽一 内野手 62 九歯大 S44年 S19.10.12

前田　利裕 内野手 34 徳　大 S57年 S32.８.６

役職 氏　　名 守備位置 背番号 出身校 卒年 生年月日

監　督 村岡　建夫 投　手 24 九歯大 S51年 S26.12.２

迫田　裕二 外野手 ５ 愛院大 S60年 S35.９.22

比志島　剛 内野手 34 九歯大 S62年 S37.10.14

山口　智己 内野手 ３ 日　大 S62年 S37.12.８

中園　善透 捕　手 10 神歯大 S63年 S38.９.４

コーチ 龍　昭一郎 内野手 30 日　大 S56年 S31.７.25

肥川　淑幸 内野手 ５ 福歯大 S62年 S37.１.18

池田　大助 外野手 ６ 福歯大 H10年 S48.５.26

井上康一郎 投　手 19 長　大 H11年 S49.７.19

大西　一男 内野手 ９ 鹿　大 H３年 S41.９.11

山崎　和幸 内野手 ７ 長　大 H５年 S43.９.30

弓場　光泰 内野手 ３ 神歯大 H11年 S49.３.23

九州選抜（南）

 熊本 VS 福岡 於：福岡Yahoo! JAPANドーム

九州選抜（北・南）チーム
九州地区　
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全国歯科医師会野球大会

主催｜日本歯科医師野球連盟

主管｜第１回全国歯科医師会野球大会実行委員会

後援｜日本歯科医師会・日本歯科医師連盟
 日本学校歯科医会・全国歯科医師国民健康保険組合連合会
 ８０２０推進財団・歯科医師国民年金基金
 東京都歯科医師会
協力｜東京都大田区・東京都大森歯科医師会
 岐阜県歯科医師会・西武ドーム

日時●2012年8月26日㈰　会場●西武ドーム／大田スタジアム

第1回

被災地の一日も早い復興と、

 球音の復活の日を切望します

【被災した宮古市営球場】


